
単元到達度評価問題の活用

昨年度の課題から指導のポイントを探る（７月）！
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まず、実験①の結果から
言えることは何かな？

どのてんびんもつりあっていないから、黒い球の重さはわからないよ。

数の大小を見るから数直線
に表してみるのもよさそう。

理科の実験みたいに表に
整理してみたらどうかな。

問題文や条件からわか

ることを、図や表に順番

に整理しながら考えて

いくといいのだね。

図や表に表しながら、小数の大小関係を捉える。

条件に合わせて筋道を立てて考え、結論を出す。

でも、黒い球の重さは、この５つの重さの中のどれかだよ。

実験の結果を図や表に整理したらどうかな？

多くの情報を整理しながら
思考するための働きかけ

図形の定義や性質を正しく理解し、表現する。
また、それらを条件として、論理的に考えを進める。

図形の定義や性質を言葉で表現して伝え合う活
動では、曖昧な表現ではなく、図形のどの構成要
素に着目して表現しているのか指し示しながら説
明し合わせることで、正しく理解したり的確に表現
したりできているかを確認することが大切です。

最初の形が長方形だから、

辺イウの長さは１４㎝だよ。

なるほど！辺クウは辺イウの長さの半分ということだから、

１４÷２で７㎝になることがわかる！

合同な図形を見つけると
何がわかるのかな？

合同な図形の性質に
着目して思考を進める
ための問いかけ

三角形キクイと三角形キクウも

合同になるから、辺クイと辺クウの

長さが等しく

なることが

わかるね。

（３）あやこさんは、同じ大きさの長方形の紙を使って、今度は下の図のように 

折りました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

折った紙を開いて、もとの長方形にもどすと、折り目の線のところに、 

四角形キクウケができていました。 

 

 

 

 

    

四角形キクウケはどのような図形ですか。辺の長さと言葉を使って書きましょう。  

（答え２点）  

このように折っても 
ぴったり重なります。 

ウがイに重なるように
折ります。 

エウがイウの上に重なる
ように折ります。 

折り目キクで開きます。 折り目オウで開きます。 

小数は、整数と同じように十進位取り記数法に
よって表されることから、小数の大小比較や計算
も整数と同じ考え方でできることに気付かせるこ
とが大切です。また、小数についても、数の相対
的な見方の理解を深めておくことも大切です。

つまり、２ｇより重い２．４ｇは

あてはまらないということだね。
数直線でみると、２ｇより左側

が軽いということだから、２．４ｇ

はあてはまらないね。

実験①の結果から、黒い球は、２ｇより軽いとい

うことがわかります。

同じように、実験②の

結果も考えると、０．９ｇ

があてはまらないこと

がわかるよ。

四角形キクウケは正方形に見えるけど、辺の長さがわから

ないからそうとは言い切れないな。

折ってぴったり重なる部分は合同な図形になるよね。それ

を使って説明できないかな。

合同な図形は対応する辺の長さが等しくなるから、

それを使ったらどうかな。

合同な図形を見つけて、対応する辺を順番に考えてい

くと、分からない辺の長さも見つけることができるね。定

義や性質を使って問題を解決することができるんだね。

※３年生は、９月分より掲載いたします。また、６年生は、７月の出題内容を新たに設定しているため、本号には掲載しておりません。

合同な図形を見つけていくと、四角形キクウケの４つの辺の長さ

がすべて等しくなることがわかるよ。だから、正方形と言えるね。

（単元到達度評価問題 ５年 ７月 より）

【じっけん①】
はじめに、左の皿

に黒の球をのせて、
右の皿に２ｇのおも
りを１つのせました。

【じっけん②】
次に、右の皿に

２ｇのおもりのかわ
りに、１ｇのおもり
を１つのせました。

【じっけん③】
さらに、右の

皿に０.５ｇのお
もりを１つ加え
ました。
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しげるさんは、赤、青、黄、緑、黒の５つの球
の重さをはかり、そのけっかを右のように紙にき
ろくしておきました。
ところが、どの色の球がどの重さなのかわから

なくなってしまいました。そこで、しげるさんは、
黒の球の重さをもう一度調べるために、３つの
じっけんを次のじゅん番で行いました。

（単元到達度評価問題 ４年 6月 より）

０．９ｇ
１．３ｇ
１．５ｇ
１．７ｇ
２．４ｇ

あやこさんは、同じ大きさの長方形の紙を使って、下の図のよう
に折りました。


